2013年7月6日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第9章1～10節

・勉強：第3章37，41節、第16章21節、第2章62,63節
前回の話のテーマは「罪を取り除くための方法」でした。

スレーヤとプレーヤは我々のオプションだという話もしました。

（スレーヤ:最初は苦いが最後は甘いもの、プレーヤ:最初は甘くても最後に苦いもの）
無知な人がこのプレーヤとスレーヤの選択を誤ってしまうのは仕方ありませんが、聖典を勉強した求道者のような人達でさえも、繰り返し過ちを犯してしまうことが問題なのでした。
シュリ・クリシュナによれば、過ちを犯してしまう原因は欲望でした。

今日の話はどこからその欲望が生じるかということです。

世俗的な欲望がよくないとわかっていても、我々はそれを抑えられません。

欲望の原因がわかれば、それをコントロールできます。

敵を知ればそれに対応することができます。

我々は簡単に「欲望」という言葉を使いますが、よく考えてみるとそれは徐々にやってくるのではなく、衝動的に現れます。
これは怒りや肉欲についても同じであり、これらはすべて否定的な衝動です。

ではその欲望の衝動はどこからやってくるのでしょうか。

アルジュナの質問は「どうして罪を犯したくないのに犯してしまうのか？」であり、それに対するクリシュナの答えが「欲望と怒りがその原因である」でした。

そして今問題にしているのが、その欲望と怒りの衝動はどこからやってくるのかです。

欲望の源についてはシュリ・クリシュナの説明もありますが、その前にプラーナ聖典の説明を紹介します。

プラーナ聖典は１８篇ありますが、その中のマルカンディア・プラーナ(Markendeya Purana)の一部分にチャンディ(Chandi)という聖典があります。

チャンディは母なる神の名前でもあり、チャンディ聖典は母なる神について書かれています。

我々の協会の夕べの祈りで唱えられる讃歌は、このチャンディの中のものです。

チャンディの最初にひとつの物語があります。

スラタという大変良い王様がいましたが、彼の王国が外国の軍隊に侵略され、スラタはその戦いに敗れて宮殿に戻って来ました。
彼の臣下は王が戦いに敗れたことを知り、誰も彼の命令に従わなくなりました。

そこで王は狩りに行くふりをして宮殿を後にし、森に入っていきました。

王が森に行った本当の目的は、メダースという聖者に会うことでした。
メダースのアシュラムに向かう彼の心の中を占めていたのは、自分の身内、家臣達、国の財政に対する心配でした。

道の途中で、王は彼と同じようにメダースのアシュラムを目指すサマーディという名の人物に出会い、挨拶を交わしました。

サマーディの表情からは、彼が大きな悩みを抱えていることが見て取れました。

王はサマーディに彼の悩みが何であるかを尋ねました。
サマーディは、「自分は実業家なのですが、家族は私のお金をすべて自分たちのものにするため、私を家から追い出したのです。それなのに私は家族のことが心配なのです」と答えました。

王は、「あなたを家から追い出したそんな強欲な家族のことを、なぜ心配するのですか？」と尋ねました。

サマーディは、「本来は怒るべきなのでしょうが私には執着があり、それが原因で家族に対して怒るよりも心配してしまうのです」と答えました。
そして王とサマーディは一緒にメダースのアシュラムに到着しました。

スラタ王は聖者メダースに尋ねました。

「師よ、私は戦いに敗れ、その結果家臣は誰も私の命令を聞かなくなり、私は宮殿を去り今ここにいます。それなのに私は家族や家臣達のことが心配です。ここにいるサマーディという方も、家族にお金を奪われ家から追い出されたのに、家族のことを心配しています。我々はこの原因が執着であることを知っていますし、執着が良くないことも知っています。それなのに我々は執着から逃れられません。どうしてなのでしょう。理由をお教えください」。
この質問を聞いた聖者メダースは答えました。
「母なる神(マハーマーヤ)の影響であなたたちは幻惑された状態にあり、執着から逃れらないのです」。
母なる神は有無を言わさず、人々に過ちを犯させます。
善悪の区別がわかっているのに、したくもない過ちを犯してしまうのは何故なのかがアルジュナの質問のポイントでしたが、プラーナ聖典の考えでは母なる神によって強引に間違った選択をさせられてしまうのです。

「欲望の源はマハーマーヤである」というのが、プラーナ聖典の結論です。

もしマハーマーヤの影響から離れて解脱を得たいならどうするか、方法はありますがそれは後で述べます。

母なる神には二つの性質があります。
ラーマクリシュナの福音にも出てきますが、それは

ヴィッディヤ・マーヤ　　:サットワ的な性質

アヴィッディヤ・マーヤ　:ラジャス的、タマス的な性質

の二つです。

アヴィッディヤ・マーヤの影響で皆さんは束縛され、ヴィッディヤ・マーヤの力により解脱に向かいますが、サットワ的なヴィッディヤ・マーヤもやはりマーヤであり、本当に解脱するためにはそれをも超越しなければなりません。

マハーマーヤはすべてがアヴィッディヤ・マーヤだけではなく、ヴィッディヤ・マーヤもあるということは覚えておいてください。

欲望の源について、まずプラーナ聖典の考えを紹介しました。

次はバガヴァッド・ギーターの見解ですが、これはウパニシャッドの考えとほぼ一緒です。
第3章37節を見てください。

至高者が答えられます。『その力とは、人間生来(プラクリティ)のラジャスの性質から生じる欲望と憤怒の心から出てくるもので、人を狂わせ罪を犯させる最大の敵である。

罪の原因は欲望と怒りの二つであり、さらにその欲望と怒りの原因はラジャスのグナであるというのが結論です。
第16章21節を見て下さい。
人間の魂を堕落させてしまう地獄への門が三つあるが、肉欲、怒り、貪欲がそれである。それ故、正気の人間は、この三つを捨てねばならぬ。
前にも言いましたがカーマにはいろいろな意味があり、通常の意味は「欲望」ですが、特殊な意味として「肉欲」があります。
この21節の翻訳は「肉欲」となっていますが、ここでは一般的な「欲望」と解釈したほうがいいと思います。

過ちの原因を第16章21節では三つ、第3章37節では二つ挙げています。
第3章37節で重要なポイントは、欲望、怒りの原因が外部にではなく、我々の持って生まれた性質の中にあるということです。

ヒンズー教の考えでは、人間には六つの欠点があります。
肉欲、怒り、貪欲、幻惑、自惚れ、嫉妬です。

これをより根本的(根源的：basic)な二つに絞るなら欲望と怒りになり、もしさらに最も根本的なものをひとつだけ挙げるとすれば、「欲望」(カーマ)ということになります。

六つの欠点の中で最も根本的なものが欲望であり、そこから他の欠点が派生するのです。
37節にはマハーシャノー(mahasano)、マハー・パープマー(maha-papma)という言葉が出てきますが、まずマハーシャノーは「満足することがない」という意味です。

たとえば紙や油などの燃料に火をつけた場合、火は燃料がある間だけ燃え、それが燃え尽きると火も消えてしまいます。しかし欲望はこの燃料とは違います。

欲望が満たされ心が一瞬満足したとしても、それはすぐに再び現れます。

どんなに沢山の食べ物を食べても、おなかがいっぱいにならない人を想像してみてください。欲望とはこのようなものです。

「世界中のすべての食べ物、金、動物、女性を集めたとしても、一人の人間の欲望を満たすためにすら充分ではない」という言葉があります。
皆さんもこの言葉の意味をよく考えてください。欲望はマハーシャノーなのです。
そしてマハー・パープマーは「大変に罪深い」という意味です。
欲望と怒りが罪の原因なのです。

「消費主義」(consumerism)という言葉がありますが、現代社会と以前の社会の一番の違いはこの点にあります。

昔の社会では、次から次へと消費しなくても、皆程々で満足することができました。

現代社会ではすでに物がいっぱいあっても、食べ物、服、世俗的楽しみをさらに求めます。

これはもともとアジアの伝統にはなく、西洋社会から入ってきた考え方です。

以前のアジア社会では人々の生き方はシンプルで、少しのもので満足できました。
しかし現代人のライフスタイルは満足することのない、マハーシャノーになっています。

マハーバーラタ叙事詩の中に有名な物語があります。

この話に出てくるヤヤーティという名の王は老いてはいたものの、まだ欲望はなくなっていませんでした。

王の周りには世俗的な楽しみがたくさんありましたが、彼自身は自分が老いて、髪が白くなり、皮膚もたるんで皺ができていて、その老いのせいで欲望を満足させる力がなくなっていることを自覚していました。
王には息子が四人いたので、王は息子たちに彼らの若さと自分の老いを交換してくれないか、と持ち掛けました。
息子のうち三人は拒否しましたが、末っ子のプルは同意しました。

では、その物語を読んでもらうことにします。

ヤヤーティ王はプルの年齢の若さを得ました。プルはヤヤーティ王の年齢になり、王国を統治しました。ヤヤーティ王は大変喜び、人生の春を再び謳歌しました。永い間それを楽しみました。これ以上楽しめないというところまで楽しみましたが、まだ飽き足りませんでした。そして彼の息子に言いました。「息子よ！欲望は決して消え失せることはないものだ。耽溺してもなくならないのだ。耽溺すると、欲望は犠牲の供物の火にギーがくべられるように燃え盛るのだ。人が大地のあらゆるもの、田、穀物、宝石、家畜、女を独り占めできても充分ではない。それ故、賢明な行動は楽しみへの渇望を捨てることにある。楽しみの力が衰えても、渇望が消えることがないということこそが、人生の宿命的な病である。この渇望を捨てる心が、真の幸福に対する道だ。私の心は千年に渉って享楽に耽った。しかし、楽しみを求める渇望はまだ消えない。それどころか、日増しに増えていく。故に私はこの渇望を捨て、心をブラフマンに集中させる。世俗への執着をなくし、森の中で無邪気な鹿とともに余生を送ろうと思う」。
有名な物語です。

欲望を満たしても、欲望はなくならずさらに増大します。

たとえば、火にバターをくべ続けている限り、火は消えずに燃え続けます。

では、この「満足できない」(マハーシャノー)ことが、なぜ「大きな罪」(マハー・パープマー) になるのでしょうか？

その理由は、この際限のない欲望は、必ずしも正しい(道徳的な)方法で 満足させられるとは限らないからです。

たとえば自分の求めるお金の額が莫大な場合、非道徳的な方法でなければそれを得られないこともあります。

賄賂、詐欺、虚言、汚職、横領などの記事が新聞紙面を賑わしますが、興味深いのはその事件の当事者が必ずしも貧しい人ではないということです。
かなり裕福であっても、さらにお金を欲しがるのです。

これが「限りのない欲望」が「大変罪深い」という意味です。

それだけではなく、これらの人は自己中心的になっています。

さらに自分が持っていないものを他人が持っていると、嫉妬するようになります。

他者は自分の欲望を満足させるための障害となり、怒りも生まれます。

これらすべての原因はなんでしょうか？「欲望」です。

欲望の衝動は突然起こるので、人は自分をコントロールできなくなり、時には殺人さえも犯してしまいます。
監獄に囚われている囚人についてよく調べてみると、彼らのほとんどは根っからの犯罪者ではない普通の人達です。
その彼らがある時突然、衝動的に犯罪を犯してしまうのです。

その衝動とは、欲望と怒りの二つです。

先程の「消費主義」について言うと、問題はこの傾向にますます拍車がかかっていることです。

企業はテレビ、新聞、インターネットに多額の広告費を投じて、消費を煽ります。

それによって人々の欲望は掻き立てられ、より多くのお金を欲しがるようになります。

心の平安、落ち着き、幸せはなくなります。
現代社会ではバガヴァッド・ギーターの教えとは反対に、欲望をコントロールすることではなく、それをとことん追求することが奨励されます。
たとえば少し前の統計ですが、アメリカ合衆国は人口では全世界の６％に過ぎないのに、世界の資源の40％を享受しています。

これは現代社会の抱える矛盾です。
我々は物質的なものを「あれも、これも」とすべて欲しがった上に、幸せも欲しがります。
しかし、これら二つを同時に手に入れることはできず、どちらかを選ばねばなりません。

プレーヤかスレーヤか、どちらか一方を選択しなければなりません。
幸せが要らないなら、どうぞ世俗的楽しみを選んでください。

欲望はマハーシャノーでありかつマハー・パープマーですが、怒りについてはマハーシャノーとは言いません。

怒りはマハー・パープマーあり、コントロールできないと大きな間違いを犯すことになります。

たとえば人間関係で問題が起こる時、ほとんどの場合その原因は怒りです。

私はいろいろな場所で講話をしますが、そこで参加者によく質問されるのが、「どうしたら怒りをコントロールすることができますか？」ということです。

家族や友人などとの人間関係だけでなく、仕事の場でも怒りをコントロールできないと問題が起こります。

我々の僧団の中でも同じ問題があります。

僧団のメンバーは聖者になりたいとは思っていますが、全員が聖者ではありません。
どこにでもこの人間関係のトラブルはありますし、皆さんのためにこの怒りに対する理解が大切です。

37節にはヴァイリナム(vairinam)という言葉が出てきますが、これは「敵」と訳されています。なぜ欲望と怒りが敵なのでしょうか？
それはこの二つが我々にトラブルをもたらすからです。

心を落ち着かなくさせ、不安にさせ、幸せを奪うからです。

第3章41節を見てください。

バーラタ王のもっとも秀れたる子孫(アルジュナ)よ！　先ず己の感覚器官を統御し、正智と正悟を壊そうとする罪深き欲望を完全に消し去りなさい！
ここで、

正智(ギャーナ)　　　 　  　:学習して得た知識

正悟(ヴィギャーナ)　　   　:経験で得た知識
のことです。

ギャーナは聖典などの本から学んだ知識、ヴィギャーナは瞑想などの経験から得た特別な知識です。

欲望はこの正智と正悟を消し去ってしまう可能性があるのです。

ですから欲望は我々の敵なのです。

前にも言ったように人間の欠点は六つありますが、その中で最も根源的なものは欲望です。
この点について、第2章62、63節を見てください。非常に有名な節です。
感覚の対象を見、また思うことで、人はそれに対する愛着心が芽生え、またその愛着心によって欲望がおこり、欲望が遂げられないと怒りが生じてくる。

その怒りによって迷妄が生じ、迷妄によって記憶が混乱し、記憶の混乱によって知性が失われ、知性が失われると、人はまたもや低い物質次元へと堕ちてしまう。

欲望がどのようなプロセスで我々にトラブルをもたらすか、実に詳細に説明されています。
ではその欲望はどこから生まれるのかについて、ブリハダーラニャカ・ウパニシャッド(Brihadaranyaka Upanishad)は大変面白いアイデアで説明しています。
最初ブラフマンは独りぼっちで孤独でした。独りでは遊ぶことができないので、沢山のものになろうと思いました。そう考えるだけで、「単一者ブラフマン」は「多」となることができました。
女性が現れ、そこから多くの人間が生まれ、ものが生まれ、様々な働きも発生しました。
これはマクロレベルでの話ですが、ミクロレベルでは人間ひとりひとりについて、同じことが言えます。

「私は独りで寂しい、妻が欲しい、次は子供が欲しい、………etc.」。
つまり、最初に欲望を持ったのはブラフマンであり、すべての生き物はブラフマンから生じているので、必然的に我々各個人にもそれがインプットされている、というのがブリハダーラニャカ・ウパニシャッドの考えです。
しかしながら、我々はこの欲望のせいで苦しみや悲しみを経験しますが、ブラフマンは自分自身の中にある欲望の影響を受けません。

シュリ・ラーマクリシュナの福音の中に、大変面白い表現があります。

毒蛇の体内には毒があるが、毒蛇自身はその毒によってなんら害されることはない。毒蛇に咬まれたものが被害をこうむるのだ。
最初ブラフマンの中に生まれた欲望は、ブラフマン自身には何の害も及ぼしませんが、人間には大きなトラブルをもたらすのです。

ヒンディー語の次のようなフレーズがあります。
「欲望よ！あなたはチャマールである。私の本性はブラフマンなのに、あなたのせいで束縛されている」。※チャマール：インドの一番低いカーストのひとつ
今日の話は、ここまでにします。
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